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一級建築士住所等の届出〔Ａ〕 記入要領 ［新規申請者用］ 

※記入例を参考に、黒又は青色の万年筆又はボールペンを使用（インクが消せるものは使用不可）し、楷書で丁寧に記入してください。 

※すべての事項をパソコンにより入力することも可です。その場合は黒字で入力してください。 

① 届出日： 

申請日（提出日）を記入してください。 

② 氏名： 

住民票上の氏名を正確に記入してください。 

③ 生年月日： 

生年月日を和暦、算用数字で記入してください。 

④ 性別： 

「○」で選択してください。 

⑤ 本籍： 

住民票上の本籍を正確に、都道府県から番地まで記入してください。また、左の本籍都道府県コード欄も記入してください。

（「都道府県コード」を参照） 

外国籍の方は、本欄を空欄として、「⑲外国籍」欄に記入してください。 

⑥ 住所： 

住所を都道府県から番地、マンション名、部屋番号まで正確に記入してください。また、左の住所都道府県コード欄も記入し

てください（「都道府県コード」を参照）。海外居住者は、免許証明書を受けとることができる日本の住所（実家等）を記入して

ください。電話番号は、固定電話（市外局番必須）もしくは携帯電話番号を記入してください。 

⑦ 登録番号・登録年月日：（申請者は記入不要） 

⑧ 業務の種別： 

該当する業務の種別の番号に○を付けてください。２種以上の業務に従事している場合は、主なもの 1 つに○を付けてくださ

い。左の業務の種別コード欄には２桁の数字（例：１ → 01）を記入してください。 

なお、申請時点で建築に関する業務に従事していない場合は、記入不要です。（⑨､⑩も同様） 

⑨ 勤務先： 

現在の勤務先の会社名を記入してください。勤務先が建築士事務所の場合は、開設者名（開設者が法人の場合は代表者氏名）

も記入してください。 

⑩ 勤務先所在地： 

郵便番号から記入し、所在地は都道府県から番地まで正確に、ビル名等がある場合はビル名まで記入してください。勤務先の

電話番号は市外局番から記入してください。また、左の勤務先都道府県コード欄も記入してください。（「都道府県コード」を参照） 

⑪ 申請都道府県： 

申請書類を提出する都道府県名と都道府県コードを記入してください。(「都道府県コード」を参照） 

⑫ 合格年月日： 

合格年月日は、合格通知書に記載されている合格年号に○につけ、２桁の数字（例：１ → 01）で年月日を記入してください。 

⑬ 合格番号： 

合格通知書に記載されている合格年と受験番号を、以下の例を参考に記入してください。「一級建築士免許申請書」に記入し

ている「合格番号」と相違がないようにしてください。 

 (例)令和５年に合格。受験番号は２Ｇ－５９９９９Ｋの場合。⇒０５２Ｇ５９９９９Ｋ（受験番号の冒頭に合格年を示す「０５」を書き足す） 

⑭ 証明写真： 

「一級建築士免許申請書」に貼り付けたものと同一の写真を貼り付けてください。申請者自身で印刷等を行う場合、コピー用

紙等の写真専用紙以外を用いて印刷しているものは無効となりますのでご注意ください。 

⑮ 姓名： 

住民票上の氏名を正確に記入してください。住民票上の氏名の字体が「旧字・外字（以下、旧字等）」の場合であっても、免

許証明書の字体を「新字」とすることは可です。また、免許証明書の字体を住民票上と同じ旧字等とすることを希望する場合、

その字体がパソコンで表示されなければ、字体を手書きで丁寧に記入して下さい。 

⑯ 旧姓・通称名（併記を希望する者のみ）： 

免許証明書に併記を希望する場合のみ記入してください。通称名として免許証明書に併記できるのは、住民票に記載されてい

る通称名のみです。（ペンネームは不可） 

⑰ 連絡可能な日中のご連絡先： 

日中連絡が可能な電話番号を記入してください。 

⑱ 連絡可能なメールアドレス： 

連絡が可能なメールアドレスを記入してください。 

⑲ 外国籍： 

申請者が外国籍の場合は、国名とそれに対応した国名コードを記入してください。（「国名コード」を参照） 

⑳ 欠格事由： 

該当する欠格事由がある場合は、その番号に○を付けてください。欠格事由に該当しない場合は、○を付けないでください。 

  管理建築士講習修了履歴の一級建築士名簿への記載申出： 

修了証に記載の建築士資格と修了証番号等、正確に記入してください。 

※二級･木造建築士の資格で受講した管理建築士講習の修了履歴を、一級建築士名簿へ記載を希望する方のみ記入してください。 

  管理建築士講習受講履歴記載希望： 

二級・木造建築士の資格で受講した管理建築士講習の修了履歴を、一級建築士免許証明書の裏面へ印字による記載を希望する

場合、有に○、記載を希望しない場合は無に○を付けてください。 

令和 6年 6月 27 日改訂 


